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【評価意見】 

東日本大震災により実験が大幅に遅れたため、本研究の当初の研究目的であったペ

ンタクォークに関しては、既に別の研究組織により研究成果が得られた。しかし、本

研究においてバリオン共鳴の詳細なデータなど新しい知見が得られ、一定の学術的な

研究成果があった。 
研究期間終了後、本研究で建設された大型検出器 BGOegg は SPring-8 で利用され、

量子色力学（QCD）の真空の解明など、今後重要な研究成果が得られることが期待さ

れている。また、光とハドロンを結びつけたユニークな研究で、フラッグシップの役

割を果たした点も評価に価する。 
 人材育成に関しては、若手研究者が活躍しており、人材育成の観点からも十分な成

果が得られている。 

 


